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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

 

回次
第66期

第１四半期
連結累計期間

第67期
第１四半期
連結累計期間

第66期

会計期間
自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日

自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日

自　平成26年４月１日
至　平成27年３月31日

売上高 (千円) 9,073,510 9,458,604 37,838,262

経常利益 (千円) 91,927 351,853 1,175,570

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 9,592 145,978 549,732

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △200,303 320,595 1,967,165

純資産額 (千円) 15,276,920 17,519,828 17,445,901

総資産額 (千円) 39,993,596 41,408,916 40,339,754

１株当たり四半期(当期)純利益金額 (円) 0.44 6.63 24.97

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ─ ─ ─

自己資本比率 (％) 34.7 38.0 38.9
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）等を適用し、当第１四半期連結

累計期間から、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社において営まれている事業の内容について、重要な

変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

（１）業績の状況

当第１四半期連結累計期間におきましては、米国経済は堅調なものの、中国における景気の減速傾向、タイ、イ

ンドネシアでの停滞感も見られ、世界経済全体は未だ不透明な状況にあります。

　また、わが国経済におきましては、株高基調を背景に個人消費の持ち直しが見られ、緩やかな回復を維持してお

ります。

　当社製品の主要市場である自動車産業におきましては、国内市場では軽自動車税増税の影響等もあり販売台数が

減少しており、また、海外市場では新興国で販売台数が減少する一方、米国では堅調に推移しております。

　こうした状況の中、当社グループは新規品立上げを行うとともに、原価改善活動に取り組んでまいりました。

これらの結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は9,458百万円と前年同四半期に比べ385百万円（4.2%）の増

収となり、営業利益は371百万円と前年同四半期と比べ244百万円(194.1%)の増益、経常利益は351百万円と前年同四

半期と比べ259百万円(282.7%)の増益、親会社株主に帰属する四半期純利益は145百万円と前年同四半期と比べ136百

万円(1,421.8%)の増益となりました。

なお、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）等を適用し、当第１四半期連結

累計期間から、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としております。

 

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

①粉末冶金製品事業

自動車用部品につきましては、国内における売上は減少傾向ではありますが、米国および中国での無段変速機

用部品等、新規品の立上げなどで堅調に推移しました。また、鉄道車両用部品につきましては、新開発の新幹線

用ブレーキライニングを受注するなど売上高が増加しました。

これらの結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は9,027百万円と前年同四半期と比べ452百万円

（5.3％）の増収となり、セグメント利益（営業利益）につきましては674百万円と前年同四半期と比べ288百万円

（74.7％）の増益となりました。

 

②油圧機器製品事業

北米医療業界の景気低迷により、輸出が減少しました。その結果、当第１四半期連結累計期間における売上高

は428百万円と前年同四半期と比べ67百万円（13.6％）の減収となり、セグメント利益（営業利益）につきまして

は、122百万円と前年同四半期と比べ29百万円（19.3％）の減益となりました。
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（２）財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末における流動資産は、現金及び預金の増加（前連結会計年度末比558百万円増）等に

より、16,155百万円（前連結会計年度末比835百万円増）となりました。固定資産につきましては、設備増強等によ

る有形固定資産の増加（前連結会計年度末比303百万円増）、株価の上昇による投資有価証券の評価額の増加（前連

結会計年度末比145百万円増）等により、25,253百万円（前連結会計年度末比233百万円増）となりました。

 以上により、資産合計は41,408百万円（前連結会計年度末比1,069百万円増）となりました。

　流動負債につきましては、短期借入金の増加（前連結会計年度末比652百万円増）及び賞与引当金の増加（前連会

計年度末比450百万円増）等により、15,931百万円（前連結会計年度末比901百万円増）となりました。固定負債に

つきましては長期借入金の増加（前連結会計年度末比114百万円増）等により、7,957百万円（前連結会計年度末比

94百万円増）となりました。

この結果、負債合計は23,889百万円（前連結会計年度末比995百万円増）となりました。

純資産の合計は、前連結会計年度末に比べ利益剰余金が74百万円減少、その他の包括利益累計額が118百万円増加

したことにより、非支配株主持分を除くと15,725百万円（自己資本比率38.0％）となりました。

 

（３）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は59,847千円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 50,000,000

計 50,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成27年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年８月７日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 22,100,000 22,100,000
東京証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は1,000株で
あります。

計 22,100,000 22,100,000 ─ ─
 

 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

 

　　　該当事項はありません。

 

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 

　　　該当事項はありません。

 

 

(4) 【ライツプランの内容】

 

　　　該当事項はありません。

 

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成27年６月30日 ─ 22,100,000 ─ 2,203,000 ─ 1,722,945
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成27年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ─

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ─

議決権制限株式(その他) ─ ─ ─

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式 　　　 84,000
― ─

完全議決権株式(その他) 普通株式　  21,918,000 21,918 ─

単元未満株式 普通株式 　　　 98,000 ― ─

発行済株式総数 22,100,000 ― ―

総株主の議決権 ― 21,918 ―
 

(注) １　単元未満株式には当社所有の自己株式 409株が含まれております。

２　当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成27年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 

 

② 【自己株式等】

平成27年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社ファインシンター

愛知県春日井市明知町
西之洞1189番地11

84,000 ─ 84,000 0.38

計 ― 84,000 ─ 84,000 0.38
 

(注)　株主名簿上は、当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が 1,000株(議決権１個)ありま

す。なお、当該株式は、上記「発行済株式」の「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式に含めております。

 

２ 【役員の状況】

 

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成27年４月１日から平成

27年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、ＰｗＣあらた監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、従来、当社が監査証明を受けているあらた監査法人は、平成27年7月1日に名称を変更し、ＰｗＣあらた監査

法人となりました。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,031,814 3,590,598

  受取手形及び売掛金 7,966,331 8,031,218

  電子記録債権 452,701 445,922

  商品及び製品 562,067 616,423

  仕掛品 1,347,135 1,320,721

  原材料及び貯蔵品 1,255,434 1,280,716

  繰延税金資産 415,104 501,837

  その他 288,865 367,752

  流動資産合計 15,319,455 16,155,191

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 12,324,263 12,386,939

    減価償却累計額 △6,887,896 △6,980,609

    建物及び構築物（純額） 5,436,366 5,406,329

   機械装置及び運搬具 38,784,852 39,235,896

    減価償却累計額 △30,050,893 △30,268,142

    機械装置及び運搬具（純額） 8,733,958 8,967,753

   工具、器具及び備品 5,983,263 6,208,035

    減価償却累計額 △4,927,285 △5,059,786

    工具、器具及び備品（純額） 1,055,978 1,148,248

   土地 3,612,661 3,601,982

   リース資産 1,343,962 1,387,140

    減価償却累計額 △649,736 △685,980

    リース資産（純額） 694,225 701,160

   建設仮勘定 1,570,867 1,581,587

   有形固定資産合計 21,104,058 21,407,062

  無形固定資産   

   電話加入権 11,407 11,407

   リース資産 116,968 105,048

   その他 167,507 164,302

   無形固定資産合計 295,883 280,758

  投資その他の資産   

   投資有価証券 2,516,946 2,662,158

   長期貸付金 20,574 18,804

   繰延税金資産 920,270 748,578

   その他 172,830 146,626

   貸倒引当金 △10,265 △10,265

   投資その他の資産合計 3,620,357 3,565,903

  固定資産合計 25,020,299 25,253,724

 資産合計 40,339,754 41,408,916
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 5,615,562 5,528,242

  短期借入金 4,441,696 5,094,125

  1年内返済予定の長期借入金 1,583,048 1,584,134

  リース債務 190,808 195,386

  未払法人税等 170,944 166,093

  未払消費税等 401,121 220,227

  未払費用 643,331 714,037

  繰延税金負債 4,244 2,261

  賞与引当金 870,008 1,320,211

  役員賞与引当金 29,318 8,282

  設備関係支払手形 376,716 406,076

  その他 703,323 692,107

  流動負債合計 15,030,123 15,931,187

 固定負債   

  長期借入金 3,429,695 3,543,855

  リース債務 754,107 742,673

  役員退職慰労引当金 101,940 73,142

  退職給付に係る負債 3,266,209 3,278,270

  資産除去債務 307,788 314,869

  その他 3,988 5,088

  固定負債合計 7,863,729 7,957,899

 負債合計 22,893,853 23,889,087

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,203,000 2,203,000

  資本剰余金 1,722,945 1,722,945

  利益剰余金 9,731,813 9,657,635

  自己株式 △26,653 △26,687

  株主資本合計 13,631,105 13,556,893

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 1,175,552 1,283,353

  為替換算調整勘定 1,023,297 1,017,493

  退職給付に係る調整累計額 △148,656 △132,207

  その他の包括利益累計額合計 2,050,193 2,168,639

 非支配株主持分 1,764,602 1,794,296

 純資産合計 17,445,901 17,519,828

負債純資産合計 40,339,754 41,408,916
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

売上高 9,073,510 9,458,604

売上原価 8,036,555 8,153,582

売上総利益 1,036,955 1,305,022

販売費及び一般管理費 910,728 933,817

営業利益 126,226 371,205

営業外収益   

 受取利息 2,023 2,850

 受取配当金 21,801 14,940

 作業くず売却収入 10,362 6,444

 雑収入 18,641 18,732

 営業外収益合計 52,828 42,968

営業外費用   

 支払利息 45,438 55,889

 固定資産除却損 18,147 2,486

 為替差損 2,074 1,953

 雑支出 21,467 1,990

 営業外費用合計 87,127 62,320

経常利益 91,927 351,853

税金等調整前四半期純利益 91,927 351,853

法人税等 94,484 168,613

四半期純利益又は四半期純損失（△） △2,557 183,240

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

△12,149 37,262

親会社株主に帰属する四半期純利益 9,592 145,978
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △2,557 183,240

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 76,051 109,001

 為替換算調整勘定 △281,307 12,001

 退職給付に係る調整額 7,508 16,352

 その他の包括利益合計 △197,746 137,355

四半期包括利益 △200,303 320,595

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △107,495 265,624

 非支配株主に係る四半期包括利益 △92,808 54,970
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【注記事項】

（会計方針の変更）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計

基準」という。）等を、当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社

の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用とし

て計上する方法に変更いたしました。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合について

は、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半

期連結財務諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分か

ら非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計

期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）

及び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の

期首時点から将来にわたって適用しております。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。

 
(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

当第１四半期連結累計期間

(自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日)

　（税金費用の計算）

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前

四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。
 

 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

 

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日)

減価償却費 577,993千円 691,650千円

のれんの償却額 1,511千円 ―
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(株主資本等関係)

 

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日）

 

１. 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月24日
定時株主総会

普通株式 220,189 10.00 平成26年３月31日 平成26年６月25日 利益剰余金
 

 

２. 基準日が当第１四半期連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

 

該当事項はありません。

 

３. 株主資本の著しい変動

当第１四半期連結会計期間より、海外子会社であるタイファインシンター㈱、アメリカンファインシンター㈱

は決算日を12月31日から３月31日に変更し、精密焼結合金(無錫)有限公司、ファインシンターインドネシア㈱は

連結決算日において仮決算を実施した上で連結することに変更しています。これらの変更に伴い、当第１四半期

連結累計期間において、利益剰余金が107,095千円減少し、当第１四半期連結会計期間末において利益剰余金が

9,191,672千円となっております。

 
Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

 

１. 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月24日
定時株主総会

普通株式 220,155 10.00 平成27年３月31日 平成27年６月25日 利益剰余金
 

 

２. 基準日が当第１四半期連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

 

該当事項はありません。

 

３. 株主資本の著しい変動

　

　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント
その他　
（注１）

総合計
調整額　
（注２）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注３）

粉末冶金
製品事業

油圧機器
製品事業

計

売上高        

  外部顧客への売上高 8,574,657 495,580 9,070,238 3,272 9,073,510 ― 9,073,510

 セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 8,574,657 495,580 9,070,238 3,272 9,073,510 ― 9,073,510

セグメント利益 385,848 152,324 538,172 999 539,172 △412,945 126,226
 

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメント等であり、発電および売電に関する事業で

す。

２　セグメント利益の調整額△412,945千円は、全社費用であります。全社費用は主に報告セグメントに帰属し

ない一般管理費であります。

３　セグメント利益は連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント
その他　
（注１）

総合計
調整額　
（注２）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注３）

粉末冶金
製品事業

油圧機器
製品事業

計

売上高        

  外部顧客への売上高 9,027,444 428,414 9,455,858 2,746 9,458,604 ― 9,458,604

 セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 9,027,444 428,414 9,455,858 2,746 9,458,604 ― 9,458,604

セグメント利益 674,056 122,912 796,969 741 797,710 △426,505 371,205
 

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメント等であり、発電および売電に関する事業で

す。

２　セグメント利益の調整額△426,505千円は、全社費用であります。全社費用は主に報告セグメントに帰属し

ない一般管理費であります。

３　セグメント利益は連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 0.44円 6.63円

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 9,592 145,978

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(千円)

9,592 145,978

普通株式の期中平均株式数(株) 22,018,958 22,015,541
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

 

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成27年８月７日

株式会社 ファインシンター

取締役会  御中

 

PwCあらた監査法人
 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   手   塚   謙   二   印

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士  氏  原  亜  由  美  印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ファイ

ンシンターの平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成27年４月１日

から平成27年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年６月30日まで)に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について

四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ファインシンター及び連結子会社の平成27年６月30日現

在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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